
No.79
2016.01.29

ふうえん

東洋英和女学院 学院報

TOYO EIWA JOGAKUIN 
Public Relations Report

http://www.toyoeiwa.ac.jp

追悼　水澤 郁夫 理事長 ● 5
NEWS 学院／大学・大学院／中高部／小学部
 東洋英和幼稚園／大学付属 かえで幼稚園 ● 6
この人に聞く　入野 禮子 ● 13
聖書の言葉／訃報／史料室レター／TOYO Wa-Wa ● 14
英和星空探訪／同窓会／後援会／お知らせ ● 15

戦時下の東洋永和特
集

学校工場にて勤労動員（1945年3月卒業生卒業アルバムより）
1944年7月から高等女学科の3年生以上は、学徒勤労動員として学校工場あるいは都内の工場に出勤しました



戦
時
下
を
生
か
さ
れ
て

院
長　

深
町　

正
信

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
時
代
は
、
二
・
二
六
事
件

（
一
九
三
六
年
）
が
起
こ
り
、
軍
部
の
独
裁
化
が
進
み
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
た
と
き
で
す
。
父
は
日
本

メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
牧
師
で
よ
く
転
任
が
あ
り
、
幼
少

期
は
静
岡
、
東
京
、
長
野
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
し
て

一
九
四
五
年
の
敗
戦
直
前
に
、
父
が
静
岡
市
の
中
心
部

に
あ
っ
た
静
岡
教
会
の
牧
師
と
し
て
赴
任
し
て
、
大
空

襲
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に

よ
り
創
立
さ
れ
た
静
岡
教
会
の
立
派
な
赤
レ
ン
ガ
造
り

の
素
敵
な
会
堂
も
牧
師
館
も
焼
け
落
ち
る
中
、
私
た
ち

は
命
か
ら
が
ら
逃
げ
回
り
奇
跡
的
に
助
か
り
ま
し
た
。

そ
の
Ｂ
29
爆
撃
機
に
よ
る
大
空
襲
で
、
静
岡
市
の
中

心
部
と
そ
の
周
辺
は
い
わ
ゆ
る
絨
毯
爆
撃
を
受
け
ま
し

た
。
防
空
壕
か
ら
出
る
時
、
あ
た
り
の
町
全
体
は
激
し

い
炎
に
包
ま
れ
、
熱
風
が
吹
き
上
げ
て
お
り
、
向
か
い

の
駿
府
城
跡
の
土
手
に
あ
っ
た
見
事
な
松
の
生
樹
が
メ

ラ
メ
ラ
と
燃
え
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
隣
の
ご
家
族
全

員
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
が
こ
の
大
空
襲
で
焼
死
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
戦
時
下
に
は
、
東
洋
英
和
女
学

校
の
校
名
が
「
永
和
」
と
改
名
を
要
求
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
英
」
の
文
字
ま
で
敵
視
さ
れ
、
英
語
は
敵
性
外
国
語

と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
長
崎
と
広
島

に
原
子
爆
弾
を
落
と
さ
れ
、
日
本
は
無
条
件
降
伏
し
、

連
合
国
軍
に
占
領
、
進
駐
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
、
私
た
ち
は
食
糧
難
と
ひ
も
じ
さ
を
経
験
し
、

昼
時
に
脱
脂
粉
乳
の
ミ
ル
ク
と
一
握
り
の
大
豆
を
口
に

し
た
と
き
は
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
焼
け
野
原

に
バ
ラ
ッ
ク
の
家
が
建
ち
、
闇
市
が
で
き
、
徐
々
に
生

活
も
落
ち
着
い
て
い
き
ま
し
た
。
同
時
に
、
学
校
が
再

開
さ
れ
、
粗
末
な
紙
の
貧
し
い
教
科
書
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
蚤
や
虱
を
退
治
す
る
た
め
、

学
校
で
白
い
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
粉
を
噴
霧
器
で
全
身
に
か
け
ら

れ
た
こ
と
は
一
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
し
た
。

私
は
真
の
平
和
な
世
界
の
実
現
を
心
か
ら
願
っ
て
、

常
に
祈
り
、
真
剣
に
生
き
る
も
の
で
あ
り
た
い
と
願
う

も
の
で
す
。

静岡教会焼け跡にて（1945 年、左端：深町院長）

特 集

戦
時
下
の
東
洋
永
和

昨
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
て
か
ら

七
〇
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。

今
号
の
特
集
で
は
、
校
名
を
「
東
洋
永
和
」
と
改
称
し
て
い
た

当
時
の
様
子
を
、
写
真
や
手
記
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

1945 年 7 月 24 日　東洋永和女学校教職員記念撮影
1 列目左端：長野彌校長（1947 年～ 1972 年 院長）、1 列目右端：光明照子教諭（1976 年～ 1985 年 院長）

「
平
和
を
実
現
す
る
人
々
は
、
幸
い
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
人
た
ち
は
神
の
子
と
呼
ば
れ
る
。」

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
　
五
章
九
節
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1934 年 宣教師たち：左より
リース、キニー、サンダース、
ハミルトン、コー ル ベック、
クック、コーテス、レーマン

1934年

小野 直一第 18 代校長

5 年生による傷病兵の
白衣製作

1938 年 2月18日
ミス・ハミルトン賜暇休暇に
よる帰国のお別れ会

1935 年に文部省より御真影（天
皇皇后両陛下の写真）を奉安して
いないことの注意を受け、4 年後
に下賜された。幼稚園から師範
科まで全員が沿道に整列

高等女学科：小平市花小金井の学校農場
真夏の除草では、讃美歌の「ひたいを落つ
る玉のあせ　化して垂穂の実となりぬ」を
実感

小学科：花岡学院 “林間学校用地” 借用の
郊外農園

5月

1938年
1月

1939年
2月

1940年
6月

1941年
3月

2月

7月

12月

6月

7月

7月

1937年
7月

日中戦争始まる

1939年
9月

第二次
世界大戦勃発

1941年
12月

太平洋戦争勃発

写真で見る戦時下の東洋永和の歩み
財団法人 東洋英和女学校
の設立が認可される

（創立 50 周年の年）

ハミルトン校長退任
小野 直一校長就任

（初の日本人校長）

軍部の指令により
傷痍軍人のための
白衣製作

白衣発送

野尻湖畔にキャンプ
サイト完成
小学科夏期学校実施

御真影奉戴式

学校農場開始

御真影奉戴式

ミス・ケギーお別れ

宮城遥拝

ミス・レーマン送別会

礼拝前の宮城（皇居）
遥拝始まる

宣教師の帰国始まる

宮城外苑勤労奉仕、学
校農場作業、明治神宮
参拝、五大節、勅語奉
読式が学校行事となる

東京府の通達により、
野尻他におけるキャ
ンプ中止

宮城外苑勤労奉仕－草取り

校名を東洋永和女学校と改称
小学科を附属初等学校と改称
校名に敵性国イギリスを表す「英」
の文字が入っていたことから、1941
年 3月15日東洋永和女学校と改称

●カナダ帰国後の宣教師の先生方
1942年6月に交換船でカナダに帰国を余儀なくされた元校長のミス・ハミルトン他、
何人もの宣教師たちは、帰国後に日系人収容所に抑留された青少年のための教育
に力を尽くされました。宣教師の先生方は、帰国後も日本人を敵と思わず、日本人
や日本とカナダの親善のために、努力されたのです。
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1942年

1942 年入学高等女学科 1 年 2 組：
国民服（夏服制服）

運動場落成感謝式
式辞：清水由松校主

運動会にて高等女学科 2 年
女子青年体操

高等女学科 3・4・5 年生と師範
科生、学徒勤労動員に出勤開
始（3・5 年生―沖電気芝浦工
場東洋永和作業所、4 年生―
安藤電気蒲田工場、師範科―
群馬県嬬恋農園）

2月

1944年
3月

6月

9月

7月

1945年
3月

東京大空襲

東洋永和特設防護団結成
防火訓練始まる

1943年
5月

全 生 徒、防 空 服 装
（もんぺ着用、防空

頭巾持参）義務化

ミス・ハミルトン
交換船にて帰国

4月

高等女学科 1 年生
から国民服を着用

10月

高等女学科 4 年生、
小林商店（ライオン歯磨
工場）にて勤労奉仕

11月

運動場落成感謝式・
運動会

8月

12月

校内の金属回収

校名を東洋永和高等
女学校と改称

1946年
6月

幼稚園再開

1942年入学高等女学科1年2組：
国民服（冬服制服）

学徒勤労挺身隊の腕章

師範科：群馬県嬬恋村農家での勤労動員

初等学校 4・5・6 年生

東京都庁の指令により
幼稚園休園
幼稚園師範科を東洋
永和保姆養成所と改称

11月

幼稚園、東洋永和保
姆養成所附属戦時保
育所と改称し、開設

10月 1945 年 3月 戦 時 保 育 所 早目の 修了式
（1944 年 11月開所、近所の疎開できな

かった幼児）

5月

12月

高等女学科 2 年生も勤労
動員に加わり、学校工場
に出勤。3 年生は沖電気
芝浦製造所または中央
光学精機へ異動

初等学校 3 年生以上、集団疎開（栃木県出流山）

初等学校 1・2 年生も
集団疎開に合流

栃木県下都賀郡寺尾村出流山満願寺
山門の表札「東洋永和女学校初等学校分教場」

東京山の手
大空襲

8月

終戦
集団疎開学童帰校

11月

東洋英和女学院に
改称

1946 年 3月高等女学科を4 年で
卒業

鉄柵と門燈は献納し、
防火用水設置

ミス・コーテス交換船での
帰国をもって全てのカナダ
人宣教師が帰国

高等女学科：沖電気
株式會社東洋永和作
業所での勤労動員

●永和を守った教職員
空襲により1945年4月には鳥居坂一帯が焼失、5月には鳥居坂教会も灰燼に帰しま
したが、永和の校舎だけは健在でした。その背景には、日夜命懸けで学校を守り抜
いた長野彌校長率いる教職員の働きがありました。1ページ上の写真は、終戦直前
の7月に校長以下17名の教職員が永和を死所と定め記念に撮影したものです。

特集　戦時下の東洋永和
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学
校
工
場
で
の
勤
労
動
員
、
授
業

五
年
生
に
な
り
沖
電
気
株
式
会
社
の
学
校
工
場
で

働
く
こ
と
に
な
り
、
無
線
受
信
・
送
信
機
の
組
み
立

て
、
コ
イ
ル
巻
き
、
マ
イ
カ
切
り
な
ど
の
作
業
に
あ

た
っ
た
。
作
業
服
は
カ
ー
キ
色
の
ス
フ
（
ス
テ
ー
プ

ル
フ
ァ
イ
バ
ー
）、
瀬
戸
物
の
ボ
タ
ン
、
履
物
は
鯨

や
鮫
の
皮
の
靴
な
ど
も
形
に
さ
え
な
っ
て
い
れ
ば
そ

れ
で
よ
し
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ

か
、
何
で
も
不
足
し
が
ち
で
不
自
由
だ
っ
た
が
、
日

本
中
皆
同
じ
と
思
う
か
ら
余
り
苦
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
ん
な
中
か
ら
何
か
を
生
み

出
し
、
た
の
し
む
心
を
持
っ
て
い
た
。

学
校
工
場
の
昼
休
み
は
体
育
館
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

庭
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
散
歩
、
中

庭
で
静
か
に
語
り
合
っ
た
り
、
讃
美
歌
や
外
国
民
謡

を
歌
う
グ
ル
ー
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
学
校

で
作
業
を
し
て
い
た
お
陰
で
そ
の
時
間
を
た
の
し
く

過
ご
す
事
が
出
来
て
幸
せ
だ
っ
た
と
思
う
。

学
校
工
場
の
時
期
で
も
勉
強
が
遅
れ
な
い
よ
う
に

と
授
業
時
間
を
と
っ
て
下
さ
る
先
生
に
「
私
達
が
今

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
国
が
戦
争
に
勝
つ
た

め
の
こ
の
作
業
で
す
」
な
ど
と
な
ま
い
き
な
口
を
き

い
て
い
た
。「
語
学
を
修
め
る
事
は
敵
を
知
る
こ
と

皆
、
愛
国
心
、
愛
校
心
旺
盛
で
、
罹
災
や
疎
開
で
転

居
し
た
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
セ
ッ
セ
と
学
校
工
場
ま
で

通
っ
て
い
た
も
の
だ
。

昭
和
二
〇
年
三
月
　
卒
業
式

卒
業
式
は
、
私
達
五
年
生
と
、
戦
時
特
別
措
置
と

し
て
四
年
生
も
同
時
に
卒
業
と
な
っ
た
が
来
賓
は
浜

崎
（
次
郎
）
牧
師
だ
け
。
父
母
の
列
席
も
な
く
、
花

さ
え
な
い
有
様
だ
っ
た
。
先
生
方
は
、
ズ
ボ
ン
に
ゲ

ー
ト
ル
、
モ
ン
ペ
の
上
・
下
、
生
徒
も
セ
ー
ラ
ー
の

制
服
や
へ
ち
ま
衿
の
学
生
服
あ
り
で
ス
カ
ー
ト
は
着

用
出
来
な
く
て
ち
ぐ
は
ぐ
な
服
装
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
揃
わ
な
い
の
は
着
る
物
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

大
切
な
友
人
達
が
一
〇
日
余
り
前
の
大
空
襲
で
亡
く

な
り
、
焼
け
跡
を
尋
ね
歩
い
て
も
つ
い
に
み
つ
か
ら

な
か
っ
た
事
は
皆
の
心
を
痛
く
し
た
。

式
な
か
ば
に
警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
又

待
避
か
と
皆
、
顔
を
見
合
わ
せ
た
が
、
空
襲
に
は
な

ら
な
い
で
無
事
に
式
は
進
行
し
た
。

神
は
わ
が
飼
主
な
れ

我
、
常
に
乏
し
か
ら
じ

緑
の
野
に
い
こ
い
の
汀
に

神
は
我
を
と
も
な
い
給
う

だ
」
と
、
特
別
に
昼
休
み
に
英
語
の
ク
ラ
ス
を
開
い

て
下
さ
っ
た
光
明
先
生
が
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
の
「
く
び

か
ざ
り
」
な
ど
を
講
義
し
て
下
さ
っ
た
事
を
な
つ
か

し
く
思
い
出
す
。

空
襲
警
報
―
待
機

空
襲
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、
生
徒
達
は
直
ち
に

避
難
、
待
機
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
緊
迫
し
た

空
気
に
先
生
も
生
徒
も
ひ
と
か
た
ま
り
に
な
っ
て
飛

行
機
の
爆
音
に
耳
を
す
ま
し
、
そ
の
重
苦
し
い
音
が

ど
の
方
向
か
ら
ど
の
位
の
速
さ
で
近
づ
い
て
く
る
の

か
を
、
息
を
こ
ら
し
神
経
を
一
点
に
集
中
し
て
頭
上

を
通
り
過
ぎ
る
の
を
じ
っ
と
待
つ
の
だ
っ
た
。

麻
布
十
番
が
空
襲
を
受
け
た
日
も
「
死
な
ば
も
ろ

共
ね
」「
東
洋
英
和
の
為
な
ら
ば
」
な
ど
軽
口
を
た

た
き
な
が
ら
も
、
次
々
に
知
ら
さ
れ
る
情
報
に
不
安

が
増
し
て
き
て
「
今
日
こ
そ
こ
こ
に
も
…
」
と
胸
の

痛
く
な
る
気
持
ち
に
襲
わ
れ
る
の
だ
っ
た
。

昼
間
の
長
時
間
の
空
襲
の
帰
途
、
朝
は
在
っ
た
家

並
が
す
で
に
消
失
し
て
い
る
な
ど
と
い
う
事
も
あ
っ

た
。
市
電
は
す
ぐ
故
障
し
て
役
に
立
た
ず
、
渋
谷
・

目
黒
・
五
反
田
な
ど
か
ら
さ
え
歩
い
て
来
る
者
も
あ

り
、
バ
ス
を
押
し
て
来
た
な
ど
と
い
う
話
も
聞
い
た
。

時
間
通
り
に
通
学
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
に
、

御
名
の
ゆ
え
に
生
か
し

我
を
直
き
道
に
導
き
給
う

た
と
え
死
の
谷
を
ゆ
く
も

恐
れ
あ
ら
じ　

汝
と
ゆ
け
ば
…
…

詩
編
の
コ
ー
ラ
ス
の
歌
声
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
自

分
に
納
得
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
今

日
別
れ
て
、
又
何
時
逢
え
る
だ
ろ
う
か
！　

日
本
は

ど
う
な
っ
て
行
く
の
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
皆
の
心
の
中

も
同
じ
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

五
月
　
帝
都
大
空
襲

五
月
二
三
日
、
二
四
日
、
二
五
日
と
連
続
し
て
空

襲
が
あ
り
二
四
日
は
五
〇
〇
機
以
上
の
敵
機
が
東

京
上
空
に
来
襲
し
、
い
わ
ゆ
る
絨
毯
爆
撃
を
し
た
。

二
五
日
も
大
空
襲
が
あ
り
鳥
居
坂
の
坂
上
に
あ
る
叔

母
の
家
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
私
達
一
家
も
連
日
の

空
襲
に
寝
不
足
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
か
あ
り

そ
う
な
異
常
な
気
配
を
感
じ
て
飛
び
起
き
た
。
暗
い

空
に
次
々
と
飛
来
す
る
Ｂ
29
。
そ
の
う
ち
ガ
ソ
リ
ン

の
に
お
い
が
し
て
き
て
様
子
が
お
か
し
い
と
い
い
合

っ
て
い
た
ら
爆
撃
が
始
ま
っ
た
。
庭
を
昼
間
の
よ
う

に
照
ら
し
だ
し
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
焼
夷
弾
を
や
っ
と

消
し
止
め
る
と
、
じ
き
に
油
脂
焼
夷
弾
が
ザ
ザ
ー
ッ

と
す
ご
い
音
を
立
て
て
落
ち
て
来
た
。
大
き
な
家
が

バ
リ
バ
リ
燃
え
る
。
本
当
に
こ
の
世
の
終
り
か
と
思

う
光
景
を
目
の
あ
た
り
に
し
な
が
ら
学
校
は
焼
け
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

ど
う
ぞ
焼
け
ま
せ
ん
よ

う
に
と
祈
る
気
持
ち
で
い
た
が
、
百
米
も
離
れ
て
い

な
い
学
校
ま
で
も
行
く
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
明
け

方
に
な
っ
て
兄
が
見
に
行
っ
て
学
校
か
ら
青
楓
寮
ま

で
残
っ
た
と
聞
い
た
時
の
う
れ
し
さ
は
口
に
は
云
い

表
わ
せ
な
い
。
本
当
に
奇
蹟
で
も
起
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
。

1945 年 3 月 11 日撮影（後列左端が下山田さん）

一
九
四
五
年
三
月
ま
で
、
戦
時
中
の
五
年
間
を
永
和
の
高
等
女
学
科
で
過
ご
さ
れ
た
下
山
田
典
子
さ
ん
の
手
記

の
一
部
に
よ
り
、
戦
時
下
の
永
和
生
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。
手
記
の
ほ
ぼ
全
文
は
、「
史
料
室
だ
よ
り
」

No.
七
五
（
二
〇
一
〇
・十
一
）と
No.
七
六（
二
〇
一
一・
四
）の
【
特
集
：
勤
労
動
員
】
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
史
料
室
だ
よ
り
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
読
み
く
だ

さ
い
。
下
山
田
さ
ん
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
天
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

戦
時
下
の
女
学
校
生
活

下し
も
や
ま
だ

山
田
　
典ふ

み

子こ

（
一
九
四
五
年
高
等
女
学
科
卒
、
旧
姓 

有
島
）
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水
澤
郁
夫
理
事
長

一
九
三
一
年
六
月
二
〇
日
生
ま
れ
。

一
九
四
七
年
十
二
月
二
五
日
受
洗
。

一
九
五
五
年
青
山
学
院
大
学
経
済
学
部
商
学

科
卒
業
後
、
日
本
銀
行
入
行
。
一
九
七
六
年
オ

リ
エ
ン
ト
リ
ー
ス
株
式
会
社
（
現
オ
リ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
）
に
入
社
、
同
社
常
務
取
締
役
を
経

て
オ
リ
ッ
ク
ス
生
命
保
険
株
式
会
社
取
締
役
副

社
長
を
務
め
る
。

東
洋
英
和
女
学
院
で
は
、
一
九
九
七
年
五
月

に
評
議
員
、
二
〇
〇
七
年
四
月
に
常
務
理
事
に

就
任
。
こ
の
間
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
十
二
年
間

評
議
員
会
議
長
を
務
め
る
。
二
〇
一
三
年
五
月

に
池
田
守
男
理
事
長
・
院
長
の
逝
去
の
後
、
理

事
長
代
行
と
な
り
、
同
年
七
月
に
理
事
長
に

就
任
。
青
山
学
院
評
議
員
、
北
関
東
学
園
理
事
、

聖
公
会
神
学
院
理
事
も
歴
任
。

日
本
聖
公
会 

大
宮
聖
愛
教
会
会
員
。

二
〇
一
五
年
十
二
月
三
日
召
天
。

水
澤
郁
夫
理
事
長
の
ご
召
天
に
あ
た
り�

院
長

深
町
　
正
信

去
る
二
〇
一
五
年
十
二
月
三
日
、
水
澤
郁
夫
理
事

長
が
突
然
、
入
院
先
の
聖
路
加
国
際
病
院
で
脳
梗
塞

の
病
の
た
め
八
四
歳
で
召
天
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数

日
前
、
十
一
月
二
七
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
評
議

員
会
、
理
事
会
に
は
大
変
お
元
気
な
姿
で
ご
出
席
に

な
り
、
理
事
長
は
普
段
に
も
ま
し
て
手
際
良
く
、
議

長
と
し
て
理
事
会
の
議
事
を
進
行
さ
れ
、
そ
し
て
、

い
つ
も
の
よ
う
に
笑
顔
で
、
親
し
く
挨
拶
を
交
わ
し

て
ご
帰
宅
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ま
さ
か
そ
れ

が
水
澤
理
事
長
と
の
最
後
の
別
れ
に
な
ろ
う
と
は
夢

に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
翌
日
、
ご
家
族
か
ら
理
事
長
が
夕
食
前
、

容
体
が
急
に
悪
く
な
り
、
病
院
に
緊
急
入
院
さ
れ
た

と
の
お
知
ら
せ
を
受
け
て
、
た
だ
一
日
も
早
く
健
康

を
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
の
み
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
十
二
月
三
日
早
朝
に
ご
召

天
に
な
ら
れ
た
と
の
お
知
ら
せ
を
受
け
て
、
学
院
関

係
者
一
同
呆
然
と
し
、
涙
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

ご
遺
族
の
満
里
子
夫
人
、
ご
長
男
の
郁
文
氏
、
ご

長
女
の
真
澄
さ
ん
に
、
主
の
豊
か
な
、
天
来
か
ら
の

慰
め
と
平
安
と
を
心
か
ら
祈
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
が
水
澤
理
事
長
と
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た

の
は
、
青
山
学
院
の
評
議
員
会
の
席
で
あ
り
ま
し

た
。
同
氏
は
青
山
学
院
大
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、

一
九
九
六
年
か
ら
学
校
法
人
青
山
学
院
の
評
議
員
と

し
て
お
務
め
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
毎
年
全
学
院
ク
リ

ス
マ
ス
礼
拝
と
祝
会
が
開
催
さ
れ
る
お
り
、
夫
人
方

は
会
議
の
最
中
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
し
て
い
た

だ
き
、
礼
拝
と
祝
会
に
合
流
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
毎
年
、
水
澤
理
事
長
ご

夫
妻
に
お
会
い
し
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き

ま
し
た
。

更
に
、
当
時
、
世
田
谷
の
巡
沢
に
は
青
山
学
院
大

学
理
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
大
学
ク
リ
ス
マ

ス
礼
拝
と
祝
会
に
は
普
段
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
近

隣
の
方
々
を
自
由
に
お
招
き
す
る
の
が
恒
例
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
毎
年
、
水
澤
理
事
長
は
ご
夫
妻
で
必

ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
夫
人
が
青
山
学
院

大
学
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
毎
年
、
私
に
言
わ
れ

た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

水
澤
理
事
長
は
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
社
会

的
に
言
え
ば
、
実
力
と
経
験
の
持
ち
主
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
大
変
に
フ
ラ
ン
ク
な
方
で
、
優
し
い
心

遣
い
の
持
ち
主
で
、
誰
に
対
し
て
も
、
細
や
か
な
心

遣
い
を
さ
れ
、
議
論
す
る
と
き
は
堂
々
と
論
陣
を
は

っ
て
、
鋭
い
論
争
を
さ
れ
る
方
で
あ
り
ま
し
た
。

水
澤
理
事
長
の
信
仰
歴
を
少
し
た
ど
る
と
、『
楓

園
』
七
二
号
に
、「
私
と
東
洋
英
和
女
学
院
と
の
出

会
い
」
と
い
う
理
事
長
就
任
の
挨
拶
を
載
せ
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
幼
い
と
き
影
響
を
受
け

た
の
は
大
好
き
な
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
プ
タ
ン
先
生

で
、
一
六
歳
の
と
き
、
埼
玉
県
に
あ
る
大
宮
愛
仕
幼

稚
園
の
園
長
ア
プ
タ
ン
先
生
が
一
時
、
米
国
に
帰
国

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
再
び
日
本
へ
帰
国
さ
れ
た
と

き
、
そ
の
歓
迎
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
こ

で
出
会
っ
た
聖
公
会
大
宮
聖
愛
教
会
牧
師
と
東
洋
英

和
女
学
校
幼
稚
園
師
範
科
の
卒
業
生
で
あ
る
牧
師
夫

人
と
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
し
た
こ
と
を
機
に
、
教
会

に
通
い
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
七
年
十
二

月
二
五
日
、
桜
井
健
司
祭
に
よ
り
洗
礼
を
受
け
、
翌

一
九
四
八
年
六
月
二
〇
日
、
一
七
歳
の
と
き
、
大
久

保
直
彦
主
教
に
よ
り
堅
信
を
受
け
て
、
キ
リ
ス
ト
者

と
し
て
の
信
仰
の
生
涯
を
送
ら
れ
ま
し
た
。
洗
礼
名

は
パ
ウ
ロ
で
あ
り
ま
す
。

水
澤
理
事
長
の
ご
葬
儀
は
、
聖
路
加
国
際
病
院
、

聖
ル
カ
礼
拝
堂
で
、
日
本
聖
公
会
北
関
東
教
区
の
広

田
勝
一
主
教
と
司
祭
様
五
人
が
執
り
行
な
っ
て
く
だ

さ
り
、
厳
か
な
中
に
、
ご
遺
族
の
上
に
天
来
か
ら
の

慰
め
を
祈
る
告
別
の
式
で
あ
り
ま
し
た
。
各
界
か
ら

数
多
く
の
方
々
が
弔
問
に
来
ら
れ
、
告
別
式
に
参
列

し
、
そ
し
て
、
先
生
の
ご
遺
体
と
最
後
の
お
別
れ
を

さ
れ
ま
し
た
。

地
上
の
愛
す
る
人
を
一
人
減
じ
ま
し
た
が
、
天
に

一
人
を
増
し
た
こ
と
を
信
じ
、
長
年
に
わ
た
る
、
水

澤
理
事
長
と
の
し
ば
し
の
別
れ
を
な
し
、
ま
た
、
ご

遺
族
の
上
に
、
主
の
豊
か
な
慰
め
と
平
安
と
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
聖
書
の
言
葉
に
聞
き
つ
つ
、
私
た
ち
は

先
生
の
魂
を
主
に
お
委
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
イ
エ
ス
は
言
わ
れ
た
。『
わ
た
し
は
復
活
で
あ
り
、

命
で
あ
る
。
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は
、
死
ん
で
も
生

き
る
。
生
き
て
い
て
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は
だ
れ
も
、

決
し
て
死
ぬ
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
信
じ
る

か
。』」（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
十
一
章
二
五
・
二
六
節
）

追
悼
　
水
澤 

郁
夫
理
事
長

二
〇
一
五
年
十
二
月
三
日
に
、
水
澤
郁
夫
理
事
長
が
ご
病
気
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
英
和
で
の
お
働
き
に
深
く
感
謝
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

ご
遺
族
に
主
の
お
慰
め
と
励
ま
し
が
限
り
な
く
あ
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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学院NEWS②

第
二
回
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

「
東
洋
英
和
に
学
ぶ
私
た
ち
：
過
去
・
現
在
・
未
来
」
二
〇
一
五
年
十
一
月
六
日�

�
�

副
院
長
　
吾
妻
　
國
年

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
児
童
生
徒
学

生
並
び
に
卒
業
生
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
よ

う
と
の
深
町
院
長
の
ご
示
唆
を
受
け
て
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

最
初
に
水
澤
理
事
長
が
若
き
日
の
教
育
学

と
の
出
会
い
を
熱
く
語
ら
れ
、
続
い
て
深
町

院
長
が
、「
Ｒ
・
ニ
ー
バ
ー
の
祈
り
」
を
も
っ

て
教
職
員
を
激
励
さ
れ
た
。

第
一
部
・
発
題
で
は
、
小
学
部
六
年
生
の

今
泉
理
子
さ
ん
と
髙
橋
光
彩
さ
ん
が
、
学
校

生
活
で
の
心
の
拠
り
所
や
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
国
際
交
流
へ
の
将
来
的
な
希
望
を
生
き

生
き
と
表
明
し
た
。
中
学
部
３
年
生
の
中
井

桜
子
さ
ん
は
、
ク
ラ
ブ
や
友
情
の
大
切
さ
と

共
に
礼
拝
・
聖
書
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性

を
語
り
、
高
等
部
二
年
生
の
清
水
希
来
さ
ん

は
自
ら
の
進
路
が
定
ま
る
道
程
と
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
考
察
、
同
じ
く
武
田
祐
里
さ
ん
は
学

内
外
で
の
交
流
と
経
験
に
基
づ
き
、
将
来
へ

の
進
路
へ
の
志
を
抱
負
と
し
て
述
べ
た
。
カ

ト
リ
ッ
ク
系
高
校
か
ら
入
学
し
た
大
学
一
年

生
の
山
里
佳
子
さ
ん
は
、
英
和
の
歴
史
と
伝

統
の
深
さ
へ
の
共
感
を
語
り
、
同
四
年
生
の

三
木
奏
さ
ん
は
二
度
の
留
学
体
験
の
意
義
と

英
和
に
お
け
る
神
の
愛
と
「
敬
神
奉
仕
」
の

精
紳
が
各
英
和
生
の
長
い
人
生
に
深
い
影
響

を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
と
の
予
見
を
述
べ
た
。

第
二
部
・
高
校
生
と
大
学
生
の
ト
ー
ク
で
は
、

二
人
の
司
会
者
（
石
澤
中
学
部
長
・
大
倉
愛

海
さ
ん
）
の
絶
妙
か
つ
雰
囲
気
あ
る
問
い
か

け
の
中
、
発
題
者
た
ち
か
ら
普
段
は
聞
け
な

い
本
音
の
発
言
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

第
三
部
で
は
卒
業
生
社
会
人
か
ら
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
、
金
安
真
生
依
さ
ん
か
ら
、

同
窓
会
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
英
和
の
源
流

を
訪
ね
る
カ
ナ
ダ
へ
の
旅
」
参
加
で
受
け
た

深
い
印
象
、
お
よ
び
在
学
生
た
ち
の
発
題
に

共
通
す
る
「
み
ん
な
家
族
で
す
」
の
思
い
を

強
く
感
得
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し

て
大
先
輩
で
あ
る
押
山
啓
子
さ
ん
か
ら
は
、

若
き
日
に
受
け
た
英
和
教
育
が
深
く
自
身
の

中
に
刻
印
さ
れ
、
教
育
者
と
な
っ
た
自
分
を

い
か
に
強
く
支
え
実
践
へ
と
向
か
わ
せ
て
来

た
か
が
印
象
深
く
語
ら
れ
た
。
以
上
を
踏
ま

え
、
池
田
大
学
学
長
が
閉
会
の
辞
で
、「
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
実
に
刺
激
的
で
面
白

か
っ
た
」
と
の
感
想
と
共
に
、
激
し
く
変
容

変
化
す
る
時
代
の
中
で
の
「
学
び
続
け
る
意

志
」
の
重
要
性
が
語
ら
れ
る
と
と
も
に
、
各

発
題
に
通
底
す
る
「
建
学
の
精
神
」
へ
の
深

い
共
感
が
表
明
さ
れ
た
。

お
年
寄
り
を
助
け
た�

�

勇
気
あ
る
英
和
生

英
和
生
の
勇
気
あ
る
行
動
に
感
動
さ
れ
た

方
か
ら
、
中
高
部
に
匿
名
の
お
電
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
十
一
月
一
〇
日
の
夕
方
、自
由
が
丘
駅
の

踏
切
で
、
お
じ
い
さ
ん
の
押
し
て
い
た
カ
ー

ト
の
タ
イ
ヤ
が
線
路
に
挟
ま
れ
て
荷
物
が
散

乱
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
も
な
く
遮
断
機

が
閉
ま
っ
て
も
、
お
じ
い
さ
ん
は
一
向
に
逃

げ
よ
う
と
せ
ず
荷
物
を
拾
い
続
け
て
い
ま
し

た
。
制
服
の
生
徒
た
ち
が
大
き
な
声
で
退
避

を
呼
び
か
け
て
も
ず
っ
と
荷
物
を
拾
っ
て
い

た
の
で
、
生
徒
た
ち
は
機
転
を
利
か
せ
て
列

車
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し
て
電
車
を
停
め
、
お

じ
い
さ
ん
は
無
事
に
線
路
内
か
ら
出
ら
れ
ま

し
た
。
周
り
に
は
大
人
が
何
人
も
い
た
の
に
、

行
動
を
起
こ
し
た
の
は
生
徒
だ
け
で
し
た
。

制
服
で
す
ぐ
に
東
洋
英
和
の
生
徒
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。
日
頃
の
教
育
の
成
果
で
こ
の
よ

う
に
な
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
、
差
し
出
が
ま

し
い
よ
う
で
す
が
お
電
話
い
た
し
ま
し
た
。」

後
日
、
こ
の
生
徒
二
人
は
高
等
部
の
二
年

生
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

第 1 部発題（高等部 2 年生）

司会の石澤友康中学部長と大倉愛海さん（大学
4 年）

第 3 部卒業生社会人から
のコメント
上：金安真生依さん

（2011 年大学卒）
下：押山啓子さん

（1968 年高等部卒）
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キ
ャ
ン
パ
ス
を
越
え
て
学
ぼ
う
　
～
ゼ
ミ
や
授
業
で
取
り
組
む
学
外
で
の
学
習
や
活
動
～

大
学
で
は
特
に
こ
こ
近
年
、
教
員
の
一
方
的

な
講
義
形
式
に
よ
る
授
業
で
は
な
い
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
総
称
さ
れ
る
「
学
生

に
よ
る
能
動
的
な
学
修
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、授
業
に
グ
ル
ー
プ・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
手
法
を
有
用
し
た
り
、

国
内
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
体
験
型
科

目
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
や
外
部

団
体
の
主
催
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
学
生
に
就

業
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
制
度
（
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
学
生
自
ら

が
調
査
し
、
課
題
を
発
見
し
、
問
題
解
決
の
提

案
を
す
る
な
ど
、
自
発
的
な
体
験
を
通
じ
て
学

修
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
よ
り
、「
Ｐ

※

Ｂ
Ｌ
型
教
育
支

援
授
業
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、
学
生
の
主

体
的
学
習
を
促
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す

る
方
法
を
体
験
に
よ
っ
て
修
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
授
業
科
目
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し

て
、
必
要
な
財
政
的
支
援
を
行
う
取
組
み
も
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
ゼ
ミ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

を
三
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

ム
を
組
ん
だ
五
名
は
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
重
ね
、
夏
休
み
も
自
主
的
に
集
ま
り
な

が
ら
プ
ラ
ン
を
考
え
、
出
場
三
一
大
学
六
九
チ
ー

ム
の
中
か
ら
一
〇
チ
ー
ム
の
み
が
出
場
で
き
る
本

選
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
九
月
十
二
日（
土
）

に
行
わ
れ
た
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
の
本
戦
（
於
：
山

梨
県
笛
吹
市
）
で
は
、
惜
し
く
も
最
優
秀
賞
は
逃

し
ま
し
た
が「
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」

と
評
さ
れ
、
見
事
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
賞
」
を
獲

得
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
原
真
奈
美
（
国
際
社
会
学

科
三
年
）
は
「
ゼ
ミ
以
外
で
は
な
か
な
か
会
え
な

い
五
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
ま
し
た
が
、
同
じ
目
標

の
も
と
で
活
動
し
て
き
た
の
で
強
い
団
結
力
が
生

ま
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
深
夜
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
議
論
し
た
り
、
何
度
も
現
場
に
足
を
運
ん
だ
り

と
い
う
夏
休
み
で
し
た
が
、
自
分
た
ち
は
何
で
も

小
寺
ゼ
ミ　
～
磨
け
、
創
造
力
！

国
際
社
会
学
部　

小
寺　
敦
之

多
く
の
学
生
に
と
っ
て
「
メ
デ
ィ
ア
」
は
、
見

た
り
、
聞
い
た
り
、
使
っ
た
り
す
る
対
象
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
学
で
メ
デ
ィ
ア
を
学

ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
が
作
り
手
に
な
る
経
験
も

し
て
ほ
し
い

｜
。
そ
の
想
い
か
ら
、
私
の
ゼ
ミ

で
は
数
年
前
か
ら
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
活
動
を
取
り

組
み
の
軸
に
据
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
は
春
に
い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
一

昨
年
度
は
広
報
に
関
心
の
あ
る
学
生
が
「
英
和
生

紹
介
ム
ー
ビ
ー
」
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
（
大
学

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
中
）。
学
外
の
広
告
コ
ン

ク
ー
ル
や
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
品
を
目
指
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
毎
年
展
開
し
て
い
ま
す
。
コ

ピ
ー
や
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
の
制
作
が
初
め
て
と
い

う
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
キ
ル
の
修

得
も
含
め
て
自
分
た
ち
の
力
で
作
り
上
げ
て
も
ら

う
方
針
を
採
っ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
生
の
レ
ベ
ル
も
毎
年
少
し
ず
つ
上
昇
し
て

お
り
、
成
果
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き

ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
度
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案
す
る
「
大
学
生
ま
ち
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」に
初
参
加
し
ま
し
た
が
、チ
ー

で
き
る
ん
だ
と
い
う
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」
と
総

括
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
受
賞
で
取
り
組
み
が
認

め
ら
れ
た
の
は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
最
優

秀
賞
を
逃
し
た
の
は
悔
し
い
」
と
、
次
年
度
の
再

挑
戦
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
は
、
単
な
る
ひ
ら
め
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
文
献
を
読
み
、
資
料
を
集
め
、
調

査
を
行
っ
て
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
い
う

地
道
な
努
力
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
は

批
評
し
て
破
棄
す
る
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
作
業

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
新
し
い
発
想
が
生

ま
れ
、
人
の
心
に
響
く
作
品
が
で
き
あ
が
っ
て
い

き
ま
す
。
ゼ
ミ
生
に
は
、
粘
り
強
く
、
協
力
し
合

い
な
が
ら
困
難
を
克
服
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
企
画

力
・
創
造
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
以
降
の
人
生
に
お
い
て
間
違
い
な

く
活
か
さ
れ
る
能
力
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
。

※ PBL（Project-Based Learning）

「広告プロジェクト」アイディア検討会にて

「まちづくりコンテスト」表彰式にてクリエイティブ
賞を受賞

「映像プロジェクト」の編集風景
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Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

�
～
二
〇
一
五
年
度 

Ｐ
Ｂ
Ｌ
学
内
公
募
採
択
プ
ロ
グ
ラ
ム

総
合
実
習
セ
ン
タ
ー
講
師　

町
田　
小
織

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
度
学
内
公
募
で

採
択
さ
れ
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
ひ
と
つ
で
す
。
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ

の
頭
文
字
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
、
Ｅ

はEnlightening

、
Ｉ
はInteractive

、
Ｗ
は

W
onderful

、
そ
し
て
Ａ
はActive
で
す
。
新
規

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
謀
に
も
三

大
学
合
同
オ
ー
プ
ン
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
挑
戦
。
実
践
女
子

大
学
、
福
岡
女
学
院
大
学
と
と
も
に
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
で
あ
る
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
か
ら
の

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
チ
ー
ム
対
抗
で
課

題
の
仮
説
検
証
、
解
決
策
の
提
案
に
つ
い
て
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
説
明
し
、
そ
し
て
成
果
物
で
あ
る

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
発
表
し
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
六
月
一
三
日
に
実
践
女
子
大
学

で
中
間
発
表
、
七
月
二
三
日
に
本
学
で
の
学
内
予

西
ゼ
ミ 

　

被
災
地
で
の
身
体
表
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

�

～
何
も
で
き
な
い
自
分
を
知
る

人
間
科
学
部
保
育
子
ど
も
学
科　

西　
洋
子

石
巻
市
・
東
松
島
市
で
の
月
一
回
の
「
て
あ
わ

せ
」
表
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
自
閉
症
等
の

発
達
障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
や
家
族
、
現
地
の
教

育
、
福
祉
関
係
者
が
集
ま
る
。
活
動
は
い
た
っ
て

シ
ン
プ
ル
で
、
手
と
手
を
あ
わ
せ
て
一
緒
に
動
く

だ
け
で
あ
る
。
年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
簡
単
に
行
え
る
表
現
だ
が
、

自
由
で
即
興
的
で
あ
る
分
、
奥
が
深
い
。
当
初
学

生
た
ち
は
、
自
分
が
支
援
者
と
し
て
被
災
地
に
出

か
け
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
場
で

出
会
う
の
は
、
あ
ま
り
に
多
様
な
人
々
が
、
身
体

で
の
表
現
を
自
由
に
創
り
合
う
「
分
け
な
い
世

界
」
で
あ
る
。
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
身

体
が
固
ま
っ
て
動
け
な
く
な
る
と
い
う
。
英
和
生

同
士
で
集
ま
っ
て
い
る
と
「
何
し
に
き
た
の
？
」

選
を
経
て
、
各
校
上
位
二
チ
ー
ム
が
八
月
五
日
の

福
岡
女
学
院
大
学
に
お
け
る
決
勝
に
進
出
！
と
い

う
コ
ン
ペ
形
式
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
本
学
か
ら

は
チ
ー
ム
「
初
志
貫
徹
」
と
「
お
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｈ
部
」

が
福
岡
行
き
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
決
勝
で
の
入
賞
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
し
て
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
本
社
を
訪
問

し
た
り
、
同
社
社
員
の
方
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

り
、
評
価
軸
に
則
っ
て
ス
ラ
イ
ド
や
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、「
働

く
」
こ
と
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変

わ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
他
大
学
の
学
生
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
内
容
や
ス
キ
ル
に
刺
激
を

受
け
、
さ
ら
に
社
会
に
出
て
行
く
に
は
、
ど
ん
な

力
が
自
分
に
は
足
り
な
い
の
か
に
気
づ
き
、
新
た

な
課
題
を
意
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
英
和

生
の
伸
び
し
ろ
に
驚
か
さ
れ
、
無
限
の
可
能
性
を

感
じ
た
数
ヶ
月
で
し
た
。

と
私
か
ら
声
が
か
か
る
。
そ
ん
な
時
、
自
閉
症
の

子
ど
も
が
目
を
あ
わ
せ
ず
に
近
寄
っ
て
き
て
く
れ

る
。
現
地
の
母
親
た
ち
か
ら
「
来
て
く
だ
さ
っ
て

あ
り
が
と
う
」
と
、
た
だ
在
る
こ
と
へ
の
感
謝
が

告
げ
ら
れ
る
。
緊
張
は
緩
み
、
差
し
出
さ
れ
た
手

に
手
を
重
ね
、
お
ず
お
ず
と
表
現
し
、
や
が
て
笑

顔
に
な
っ
て
い
く
。「
何
も
で
き
な
い
自
分
を
知

る
」、
そ
の
身
体
感
覚
は
大
学
内
で
は
決
し
て
学

べ
な
い
。
将
来
、
子
ど
も
と
共
に
生
き
た
い
と
願

う
学
生
た
ち
で
あ
る
。
人
と
人
と
の
存
在
の
対
等

感
を
自
ら
の
身
体
で
感
じ
、
関
係
性
か
ら
創
出
す

る
表
現
の
豊
か
さ
を
実
感
し
た
学
生
た
ち
は
、「
ま

た
行
き
た
い
！
」
と
申
し
出
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
立
ち
上
げ
か
ら
三
年
、
年
間
を
通
じ
て
参
加

す
る
ゼ
ミ
生
や
、
継
続
し
て
参
加
す
る
卒
業
生
は

少
な
く
は
な
い
。
何
も
で
き
な
い
自
分
に
素
直
に

向
き
合
い
、
他
者
と
共
に
生
き
る
意
味
と
そ
の
た

め
の
学
び
へ
の
意
欲
を
築
く
…
彼
女
た
ち
の
現
場

で
の
成
長
は
、
眩
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。

（
活
動
Ｈ
Ｐ  http://teaw

asekaken.jp/

）

学内選考での EIWA プロジェクト参加者集合写真

学内プレゼンで優勝した「初志貫徹」チーム

福岡女学院大学での「お RICOH 部」のプレゼン

石巻・東松島のみなさんとの公開ワークショップ
（せんだいメディアテーク：2015 年 8 月）
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中
　
高
　
部

昨
年
度
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Toyo Eiw

a Activities for 

M
yanm

ar

（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
）」
は
、
内
容
を
よ
り
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
も
の
と
す
る
た
め
、
現
地
ミ
ャ

ン
マ
ー
で
の
研
修
の
実
現
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
従
来
、
新
た
な
研
修
旅
行
の
実
施
に
は
相
当

の
準
備
期
間
が
必
要
で
す
が
、
今
回
、
東
洋
英
和

女
学
院
大
学
教
授　

滝
澤
三
郎
先
生
が
大
学
生
を

対
象
に
実
施
さ
れ
て
お
ら
れ
る
研
修
旅
行
に
加
え

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
早
期
に
実
現
で
き
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
六
名
の
高
等
部
生
は
、
何
を
自

分
で
学
び
、
確
か
め
て
く
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的

を
も
っ
て
こ
の
研
修
に
臨
み
ま
し
た
。
旅
程
が
進

む
に
従
い
、
参
加
者
の
見
方
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
の
が
感
じ
ら
れ
、
教
材
や
資
料
で
は
得
ら
れ

な
い
、
五
感
を
使
っ
て
現
地
で
学
ぶ
こ
と
の
意
味

の
大
き
さ
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
目

前
の
情
報
の
殆
ど
が
、
自
分
自
身
が
生
活
す
る
世

界
と
は
大
き
く
異
な
り
、
強
烈
な
印
象
と
な
っ
て

刻
印
さ
れ
ま
す
。
多
民
族
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
文

化
や
宗
教
、
政
情
、
経
済
状
況
な
ど
の
情
報
は
、

日
を
重
ね
、
移
動
し
て
い
く
う
ち
に
次
々
に
新
た

な
も
の
が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
た
め
、
膨
大
な
量

と
な
り
ま
す
。
生
徒
や
学
生
た
ち
は
そ
の
あ
ま
り

に
強
烈
で
大
量
の
情
報
を
整
理
し
き
れ
ず
に
い
る

よ
う
で
し
た
。
情
報
整
理
の
た
め
に
一
日
の
終
わ

り
に
そ
の
日
の
研
修
を
振
り
返
り
、
各
自
、
発
見

や
考
察
を
コ
メ
ン
ト
ペ
ー
パ
ー
に
記
し
、
一
人
一

分
程
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
多
様
な
視
点

や
思
考
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
情
報
を
少
し
ず
つ

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
高
校
生

と
大
学
生
が
合
同
で
研
修
旅
行
に
参
加
す
る
こ
と

は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
互
い
に
よ
い
刺
激

を
与
え
合
い
、
高
大
連
携
の
可
能
性
が
感
じ
ら
れ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
生
は
、
新
鮮
で
自

由
な
思
考
を
す
る
高
校
生
に
新
た
な
切
り
口
で
も

の
を
見
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
高
校
生
は
大
学
生

の
研
究
姿
勢
や
考
察
法
、
分
析
法
を
学
ん
だ
こ
と

と
思
い
ま
す
。
一
日
の
ま
と
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
後
に
自
主
的
に
勉
強
会
を
開
く
こ
と
が
あ
っ
た

よ
う
で
、〝
自
ら
学
ぶ
〟
を
実
践
で
き
た
こ
と
は

何
よ
り
の
収
穫
で
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
報
告

高
等
部
一
年　
本
田　
陽
萌

私
た
ち
高
等
部
生
六
名
は
、
先
生
方
三
名
、
大

学
生
一
六
名
と
共
に
計
二
五
名
で
、
八
月
九
日
か

ら
八
月
一
七
日
ま
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
に
行
き
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
ヤ
ン

ゴ
ン
、
ネ
ピ
ド
ー
、
サ
ガ
イ
ン
、
マ
ン
ダ
レ
ー
、

イ
ン
レ
ー
湖
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
訪
れ
ま
し

た
。
急
激
な
発
展
を
遂
げ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
行
き
、

実
際
に
目
に
し
た
こ
と
や
、
学
ん
だ
こ
と
を
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヤ
ン
ゴ
ン

九
日
、
一
〇
日
は

ヤ
ン
ゴ
ン
に
滞
在
し

ま
し
た
。
九
日
の
夕

食
で
毎
日
新
聞
ヤ
ン

ゴ
ン
支
局
長
の
春
日

さ
ん
の
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
人
々
の
貧
富

の
差
や
、
実
際
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
暮
ら
す
日
本
人

と
し
て
不
便
に
思
う
こ
と
、
こ
れ
か
ら
滞
在
す
る

私
た
ち
が
気
を
つ
け
る
べ
き
こ
と
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。春
日
さ
ん
の
お
話
で
、ミ
ャ
ン
マ
ー

の
病
院
で
誤
診
を
受
け
た
こ
と
を
聞
き
、
ま
だ
ま

だ
発
展
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。

一
〇
日
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
を
観
光
し
ま
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
が
世
界
に
誇
る
「
シ
ュ
エ
ダ
ゴ
ン
パ

ゴ
ダ
」
と
い
う
黄
金
の
パ
ゴ
ダ
を
訪
れ
ま
し
た
。

パ
ゴ
ダ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
様
式
の
仏
塔
の
こ
と

で
、
靴
を
履
か
ず
に
裸
足
で
お
参
り
を
し
ま
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
自
分
の
生
ま
れ
た
曜
日
が
重
視

さ
れ
ま
す
。
パ
ゴ
ダ
の
ま
わ
り
に
は
曜
日
ご
と
に
、

お
参
り
す
る
場
所
が
あ
り
、
私
は
水
曜
日
の
所
に

お
花
を
お
供
え
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ヤ
ン
ゴ
ン

大
学
と
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
）
を
訪
れ
ま
し
た
。
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
で
、
現

地
の
大
学
生
と
英
語
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
生
の
方
が
日
本
に
つ
い
て
熱
心
に
話
を
聞
い

て
く
れ
た
た
め
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
分
と
歳
が
近
い
の
に
、
自
分

よ
り
も
は
る
か
に
世
界
に
目
を
向
け
て
い
て
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
で
は
職
員
の
方
に
、

難
民
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
た
だ
漠

然
と
「
難
民
」
と
い
う
ひ
と
ま
と
ま
り
に
し
か
考

え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
職
員
の
方
の
お
話
は
と

て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

最
終
日
の
一
六
日
も
ヤ
ン
ゴ
ン
を
訪
れ
、
カ

レ
ー
ワ
女
子
孤
児
院
と
ス
タ
ウ
ン
ピ
ェ
孤
児
院
を

視
察
し
ま
し
た
。
孤
児
院
で
は
、
子
ど
も
た
ち

と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
ま
た
、

お
互
い
に
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
伝
統
的
な
踊
り
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
踊
り
ま
し
た
。
孤
児
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
明
る
く
気
さ
く
な

子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、

自
分
は
恵
ま
れ
た
環

境
で
過
ご
し
て
い
る

け
れ
ど
、
そ
の
環
境

を
活
用
で
き
な
い
こ

と
に
対
し
未
熟
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

初
め
て
の

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
終
え
て

高
等
部
教
頭
　
北
崎
　
勝
彦

シュエダゴンパゴダ

スタウンピェ孤児院
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中
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部

し
ま
っ
た
仏
像
が
あ
る

フ
ァ
ウ
ン
ド
ゥ
ー
パ
ゴ

ダ
を
見
ま
し
た
。
ま
た
、

絹
織
物
工
房
で
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
伝
統
的
な
織

り
方
を
目
に
し
て
、
機

械
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
に
は
な
い
温
か
み

や
伝
統
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

水
上
ホ
テ
ル
に
初
め
て
宿
泊
し
、
民
主
化
に
つ
れ

て
外
国
人
向
け
に
土
地
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

一
五
日
は
、
ニ
ャ
ウ
ン
ヨ
ー
村
を
訪
問
し
、
村

の
人
々
の
生
活
を
見
ま
し
た
。
村
で
は
、
家
の
壁

の
独
特
な
作
り
方
や
お

葬
式
な
ど
、
村
な
ら
で

は
の
知
恵
や
文
化
を
知

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文

化
や
伝
統
が
、
民
主
化

で
海
外
の
影
響
を
受
け

て
途
切
れ
る
こ
と
が
な

い
と
良
い
と
思
い
ま
し

た
。

～
ミ
ャ
ン
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
ん
だ
こ
と
・
感
想
～

私
が
今
回
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分
の
基
準
で
物
事

を
考
え
な
い
こ
と
で
す
。
ヘ
ー
ホ
ー
市
場
を
訪
れ

た
際
に
、
売
り
物
で
あ
る
食
品
に
た
く
さ
ん
の
ハ

エ
が
群
が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
生
の
肉
を
目
の
前

で
さ
ば
い
て
売
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
日
本
で
あ

れ
ば
不
衛
生
で
あ
る
と
、
問
題
に
な
っ
て
し
ま
う

見
て
、
病
院
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
衛
生
面
で
不

安
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
設
置

さ
れ
て
い
る
ベ
ッ
ド
が
硬
く
、
床
ず
れ
し
て
し
ま

う
と
知
り
、
物
資
だ
け
で
な
く
知
識
の
支
援
も
必

要
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

マ
ン
ダ
レ
ー

一
三
日
に
マ
ン
ダ

レ
ー
の
一
〇
〇
〇
人

以
上
の
僧
侶
が
修
行

中
の
マ
ハ
ガ
ン
ダ
ヨ

ン
僧
院
を
訪
れ
ま
し

た
。
僧
侶
た
ち
の
食

事
を
見
ま
し
た
。
食

事
に
行
く
た
め
に
、

何
十
人
も
の
僧
侶
た
ち
が
並
ぶ
様
子
を
目
に
し
ま

し
た
。
年
齢
の
低
い
僧
侶
も
何
も
話
さ
ず
に
礼
儀

正
し
く
並
ん
で
い
て
見
習
う
べ
き
だ
と
身
に
し
み
て

強
く
感
じ
ま
し
た
。
午
後
は
、
小
学
校
を
訪
問
し

ま
し
た
。
小
学
校
に
は
自
分
よ
り
も
年
上
の
方
が

「
民
主
化
の
お
か
げ
で
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
」

と
、
生
徒
と
し
て
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
、
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

イ
ン
レ
ー
湖

一
四
日
、
一
五
日
は

イ
ン
レ
ー
湖
を
訪
れ
ま

し
た
。一
四
日
は
、ヘ
ー

ホ
ー
の
市
場
を
訪
れ
た

後
に
、
イ
ン
レ
ー
湖
を

ボ
ー
ト
に
乗
り
移
動
し
、

水
上
菜
園
や
貼
り
す
ぎ

た
金
箔
で
丸
く
な
っ
て

ネ
ピ
ド
ー

十
一
日
は
、
ネ
ピ
ド
ー
の
国
家
計
画
・
経
済
開

発
省
を
訪
れ
ま
し
た
。
政
府
の
方
が
、
グ
ラ
フ
な

ど
の
デ
ー
タ
と
共
に
政
府
の
活
動
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。政
府
は
、長
期
・
短
期
・

毎
年
と
三
つ
の
期
間
に
分
け
て
政
策
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
説
明
を
受
け
て
、
国
全

体
の
利
益
し
か
見
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
国
民
に
民
主
化
政
策
の
利
益
が

ま
わ
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

サ
ガ
イ
ン

十
二
日
は
、
サ
ガ

イ
ン
の
元
日
本
兵
墓

地
へ
お
参
り
し
ま
し

た
。
墓
地
へ
行
く
ま

で
に
乗
っ
た
ト
ラ
ッ

ク
バ
ス
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
そ
の

バ
ス
は
、
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
に
座
席
が
付
い
て
い
る
だ
け
で
ド
ア
は
な

く
、
坂
道
で
は
落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
く
ら
い
ス
リ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
乗
り
物
に
乗
り
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
病
院
（
ジ
ャ
パ

ン
・
ハ
ー
ト
）
を
訪

れ
、
歌
を
歌
い
ま
し

た
。
病
院
で
、
床
に

置
か
れ
た
ガ
ー
ゼ
や

落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を

よ
う
な
光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
方
は
そ
れ
ら
を
問
題
視
せ
ず
に
、
あ
た

り
ま
え
の
よ
う
に
市
場
の
物
を
食
べ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
不
衛
生
で
あ
る
と
思
う
こ
と

は
、
日
本
を
基
準
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
日

本
と
比
べ
る
こ
と
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
文
化
を
知
る

こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
け
れ
ど
、
必
ず
し

も
日
本
が
基
準
と
な
る
の
で
は
な
い
と
気
が
つ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
さ
な
子
ど
も
や
片
足
の
な

い
方
が
物
乞
い
を
し
て
い
る
の
を
目
に
し
て
悲
し

く
な
り
、
援
助
を
で
き
な
い
自
分
の
無
力
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
貧
し
い
人
々
に
対
し
て
直
接
働
き

か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
募
金
な
ど
の

自
分
に
も
で
き
る
小
さ
な
こ
と
で
、
少
し
で
も

役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
行
く
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
た
だ

の
「
思
い
出
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
見

た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
糧
と
し
て
活
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

織物工房

食事に向かう僧侶たち
インレー湖

ジャパン・ハート

トラックバス

市場

インレー湖畔にて
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小学部　NEWS

小
　
学
　
部

っ
て
い
る
道
具
や
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
は
お
風

呂
に
入
っ
て
か
ら
園
を
出
る
話
な
ど
、
初
め
て
知

る
動
物
園
の
裏
の
様
子
に
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
、

子
馬
が
生
ま
れ
る
瞬
間
の
映
像
に
は
子
ど
も
た
ち

も
息
を
の
ん
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
し
の
ぶ
と

の
出
会
い
、
体
重
が
増
加
し
て
し
ま
っ
た
し
の
ぶ

の
た
め
に
行
っ
た
減
量
大
作
戦
、
そ
し
て
年
を
と

り
少
し
ず
つ
弱
っ
て
い
く
姿
や
亡
く
な
る
ま
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
た
く
さ
ん
の
感
想
の
手
紙
が
届

き
ま
し
た
。

お
話
の
後
は
、
必
ず
各
ク
ラ
ス
で
振
り
返
り
の

時
間
を
持
ち
ま
す
。
先
生
へ
の
手
紙
や
感
想
を
書

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
預
か
っ

た
手
紙
は
、
全
て
先
生
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。
夏

休
み
中
、
上
野
動
物
園
よ
り
大
き
な
筒
が
届
き
ま

し
た
。
中
に
は
模
造
紙
が
三
枚
。
橋
川
先
生
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
子
ど
も
動
物
園
の
動
物
た
ち
や
ス
タ

ッ
フ
の
紹
介
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
お
返
事
が
模
造

紙
い
っ
ぱ
い
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み
明

け
、
保
健
室
前
に
貼
ら
れ
た
橋
川
先
生
か
ら
の
お

返
事
を
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命

読
ん
で
い
る
姿
に
、
継
続
し
た
関

わ
り
と
学
び
を
い
た
だ
け
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
教
職
員
で
、
最
近
の
子

ど
も
た
ち
の
様
子
、
子
ど
も
た
ち

を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
や
自
然
環

境
な
ど
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
顔
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
、
次
の
講
演
を

お
願
い
す
る
方
を
検
討
し
ま
す
。

「
こ
の
子
に
は
こ
ん
な
話
を
聞
い

リ
ア
が
「
子
ど
も
動
物
園
」
で
す
。
今
回
、
お
話

く
だ
さ
っ
た
橋
川
真
弓
先
生
は
、
子
ど
も
動
物
園

の
飼
育
員
さ
ん
で
す
。
子
ど
も
動
物
園
に
は
ウ
サ

ギ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
の
小
動
物
だ
け
で
な
く
、

ヤ
ギ
、
ア
ル
パ
カ
、
ロ
バ
、
ラ
マ
、
ミ
ニ
ブ
タ
、

そ
し
て
野
間
馬
、
木
曽
馬
、
ト
カ
ラ
馬
、
見
島
馬
、

口
之
島
馬
と
い
う
、
日
本
に
昔
か
ら
い
る
馬
種
、

在
来
馬
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
話
は
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ

て
、
一
～
三
年
生
は
「
木
曽
馬
幸さ
ち

泉い
ず
みの

出
産
と
子

馬
の
成
長
」、
四
～
六
年
生
は
「
ミ
ゼ
ッ
ト
ホ
ー

ス
の
し
の
ぶ
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
と
い
う
内

容
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
飼
育
員
が
使

二
〇
一
五
年
六
月
二
五
日
、
上
野
動
物
園
の
飼

育
員
で
あ
る
橋
川
真
弓
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

心
と
体
の
勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
と
体
の

勉
強
会
は
、
年
に
一
度
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
今
必
要
な
こ
と
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
分
野
の
方
か
ら
学
ぶ
会
で
す
。
今
年
度
は
、

「『
い
の
ち
』
を
伝
え
る
」、
と
い
う
テ
ー
マ
で
お

話
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

動
物
園
は
、
家
族
、
幼
稚
園
や
保
育
園
で
一
度

は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
、
身
近
な
場
所
で
す
。
昨

年
の
春
の
遠
足
で
は
、
低
学
年
が
上
野
動
物
園
を

訪
ね
ま
し
た
。
上
野
動
物
園
と
い
う
と
、
や
は
り

人
気
は
ゾ
ウ
、
パ
ン
ダ
で
す
が
、
隠
れ
た
人
気
エ

二
〇
一
五
年
度
心
と
体
の
勉
強
会

　
　
　「
い
の
ち
」
を
伝
え
る

小
学
部
養
護
教
諭
　
吉
越
　
聖
子

て
ほ
し
い
」、「
あ
の
子
に
は
こ
ん
な
話
が
心
に
響

く
か
し
ら
」、
と
相
談
を
す
る
と
き
、
小
学
部
全

体
が
家
族
の
よ
う
で
、
温
か
い
気
持
ち
に
包
ま
れ

ま
す
。
保
健
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
康
に
支

え
ら
れ
、
神
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
賜
物
を
輝
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
関
わ
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
今
必
要
な
こ
と
を
、

こ
の
勉
強
会
を
通
し
て
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
守
り
受
け
継
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
手
紙
よ
り
（
五
年
生
）

私
の
家
で
は
エ
ビ
、
ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
、

イ
モ
リ
な
ど
六
種
類
の
生
き
も
の
を
飼
っ
て

い
ま
す
。
ど
れ
も
ア
ル
パ
カ
や
馬
の
よ
う
に

大
き
く
は
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
生
き
て
い

る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
育
て
る
の
は
責
任
の

重
い
、
一
つ
の
仕
事
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
亡
く
な
っ
た
し
の
ぶ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、

最
期
ま
で
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

橋川さんからの子どもたちへのお返事

橋川さんへの感謝のお手紙

児童が送ったお手紙の絵

心
と
体
の
勉
強
会
は
、
健
康
診
断
で
診
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
小
児
科
医
内
藤
寿
七
郎
先
生

（
元
愛
育
病
院
名
誉
院
長
）
に
よ
る
「
健
康
教

育
講
演
会
」
と
し
て
一
九
九
二
年
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
教
職
員
の
中
で
は
保
健
勉
強
会
と

い
う
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
た
め
に

必
要
な
知
識
を
専
門
家
か
ら
学
ぶ
会
が
あ
り
、

そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
話
を
聞
か
せ
た

い
と
い
う
教
職
員
の
思
い
が
契
機
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
心
と
体
の
勉
強
会
」
と
名
前

が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

し
た
講
演
会
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
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NEWS	 東洋英和幼稚園／大学付属 かえで幼稚園

大
学
付
属

か
え
で
幼
稚
園

東
洋
英
和
幼
稚
園

次
の
競
技
は
四
歳
お
父
さ
ま
に
よ
る
「
台
風
の

目
」。
一
メ
ー
ト
ル
程
の
ポ
ー
ル
を
三
人
横
並
び

に
な
っ
て
握
っ
た
ま
ま
走
り
、
二
本
の
コ
ー
ン
を

周
っ
て
帰
っ
て
く
る
リ
レ
ー
で
す
。
ポ
ー
ル
が
し

な
る
ほ
ど
の
気
迫
で
、
応
援
す
る
子
ど
も
た
ち
も

目
を
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
か
け
っ
こ
で
す
。
三
歳
児
は
向
こ
う
側

で
待
つ
お
父
さ
ま
ま
で
全
力
で
走
り
、
お
父
さ
ま

に
お
ん
ぶ
し
て
も
ら
っ
て
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
お
父
さ
ま
の
背
中
の
大
き
さ
を
感
じ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
四
歳
児
は
お
父
さ
ま
の
所
ま
で

走
る
と
、
今
度
は
お
父
さ
ま
と
手
を
繋
い
で
一
緒

に
走
り
ま
す
。
子
ど
も
が
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
ゴ
ー

ル
す
る
父
子
も
い
て
ひ
や
っ
と
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

最
後
の
競
技
は
大
玉
送
り
で
す
。
全
員
参
加
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
全
て
終
え
、
幼
稚
園
へ
戻
っ
た
父
子

は
一
緒
に
お
や
つ
を
い
た
だ
き
一
休
み
で
す
。
帰

り
の
集
ま
り
で
、
三
歳
児
は
「
お
と
う
さ
ん
だ
い

す
き
」
の
歌
を
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
込
め
て

歌
い
、
四
歳
児
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
待
ち
な

が
ら
作
っ
た
栞
や
コ
ー
ス
タ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

お
父
さ
ま
に
手
渡
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
い
ら

し
て
く
だ
さ
っ
た
お
父
さ
ま
に
、
そ
し
て
一
日

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
神
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ち
に
の
、
さ
ん
」
と
一
緒
に
山
の
上
か
ら
水
を
流

し
、
川
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
ま
た
山
の
端
と
端

か
ら
ト
ン
ネ
ル
も
掘
り
ま
し
た
。
こ
の
日
、
二
人

は
初
め
て
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。
翌
朝
、
砂
場
で

先
に
遊
ん
で
い
た
Ａ
ち
ゃ
ん
の
元
へ
Ｂ
ち
ゃ
ん
が

走
っ
て
行
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
二

人
は
遊
び
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

砂
場
は
、
一
人
で
黙
々
と
砂
に
向
き
合
う
場
で

も
あ
り
ま
す
が
、
夢
中
に
な
っ
て
心
を
開
放
し
て

い
く
う
ち
に
他
の
子
ど
も
と
の
ふ
れ
合
い
や
出
会

い
が
生
ま
れ
る
場
所
で
す
。
園
に
は
そ
の
よ
う
な

場
が
そ
こ
こ
こ
に
あ
り
、
交
わ
り
の
物
語
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

三
歳
、
四
歳
の
子
ど
も
た
ち
と
お
父
さ
ま
方
と

の
集
い
「
父
と
遊
ぶ
日
」。
今
年
は
運
動
会
を
計

画
し
ま
し
た
。
小
学
部
体
育
館
に
総
勢
一
六
〇
人

程
が
、
一
人
ひ
と
り
持
つ
力
を
い
っ
ぱ
い
使
っ
て

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
続
い
て
最
初
の
競
技

は
四
歳
児
の
玉
入
れ
で
す
。
お
父
さ
ま
の
声
援
の

中
、
頭
上
の
カ
ゴ
目
が
け
て
紅
白
の
玉
を
投
げ
る

子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

次
は
、
三
歳
父
子
の
「
出
発
進
行
」。
父
子
で

段
ボ
ー
ル
の
電
車
に
乗
り
込
み
、
橋
を
渡
り
、
踏

切
を
通
り
過
ぎ
、
く
ね
く
ね
道
を
走
っ
て
終
点
ま

で
進
み
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
和
や
か
な
電
車
の
旅

で
し
た
。

前
日
に
五
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
が
な
か
ま
と
一

緒
に
作
っ
た
山
が
、
そ
の
ま
ま
砂
場
に
残
っ
て
い

た
朝
の
こ
と
で
す
。「
大
き
い
山
だ
ね
」
と
四
歳

児
の
Ａ
ち
ゃ
ん
が
保
育
者
に
話
し
か
け
ま
す
。「
そ

う
ね
。
私
も
山
を
作
っ
て
み
よ
う
か
し
ら
」
と
、

保
育
者
が
シ
ャ
ベ
ル
を
手
に
持
ち
ま
し
た
。「
ぼ

く
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と
、
Ａ
ち
ゃ
ん
。
し
ば
ら

く
し
て
近
く
で
泥
団
子
を
作
っ
て
い
た
四
歳
児
の

Ｂ
ち
ゃ
ん
が
、「
水
を
か
け
て
、
ト
ン
ト
ン
っ
て

手
で
砂
を
叩
い
た
方
が
、
崩
れ
な
い
よ
」
と
言

い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
Ａ
ち
ゃ
ん
は
、「
ぼ
く
、

水
を
く
ん
で
来
る
ね
」
と
言
っ
て
バ
ケ
ツ
に
水
を

く
ん
で
来
ま
し
た
。
Ａ
ち
ゃ
ん
が
山
の
上
か
ら
勢

い
よ
く
水
を
か
け
る
と
、
そ
の
水
は
Ｂ
ち
ゃ
ん
の

足
元
の
方
へ
流
れ
て
行
き
ま
し
た
。
Ｂ
ち
ゃ
ん
は

笑
い
な
が
ら
「
ジ
ョ
ウ
ロ
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
か
け

た
ら
？
」
と
言
い
ま
す
。
二
人
の
様
子
を
見
て
い

た
保
育
者
は
『
今
だ
』
と
思
い
、「
Ｂ
ち
ゃ
ん
も

一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
よ
」と
誘
い
ま
し
た
。Ｂ
ち
ゃ

ん
は
嬉
し
そ
う
に
「
そ
う
だ
ね
」
と
言
い
、
泥
団

子
を
さ
っ
と
草
か
げ
に
隠
し
て
か
ら
、
ジ
ョ
ウ
ロ

で
水
を
く
ん
で
来
ま
し
た
。
Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
ト
ン

ト
ン
と
手
の
平
で
叩
い
て
砂
を
か
た
め
て
い
き
ま

す
。
い
つ
の
間
に
か
二
人
は
交
互
に
水
を
く
み
に

行
き
、
山
に
水
を
か
け
、
シ
ャ
ベ
ル
で
砂
を
積
む

こ
と
を
繰
り
返
し
、「
ぼ
く
の
背
の
半
分
は
あ
る

か
な
」
等
と
話
し
て
い
ま
す
。
保
育
者
は
そ
っ
と

そ
の
場
を
離
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
人
は
「
い

お
父
さ
ま
と
一
緒
で
嬉
し
い
な

遊
び
を
介
し
て
の
出
会
い

｜

砂
場
に
て

｜

父子でラジオ体操「1、2、3、4…」

砂場遊びをたのしむ子どもたち
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卒業生たちの軌跡を追って

小
学
五
年
生
で
初
め
て
出
会
っ
た 

キ
リ
ス
ト
教

小
学
三
年
生
で
終
戦
を
迎
え
た
私
は
区

立
の
小
学
校
に
籍
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

神
が
何
か
も
知
ら
な
い
私
が
何
故
か
「
神

様
」
と
祈
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
四
年
の

終
わ
り
に
東
洋
英
和
に
編
入
す
る
こ
と
が

決
ま
り
五
年
か
ら
英
和
生
に
な
り
ま
し
た
。

井
の
頭
線
で
渋
谷
ま
で
無
事
生
き
て
着
け

る
か
恐
怖
の
毎
日
で
し
た
が
、
あ
る
時
神

泉
駅
で
急
停
車
し
た
時
に
鎖
骨
が
折
れ
て

し
ま
い
駅
長
室
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
当
時

は
何
人
か
の
英
和
生
が
井
の
頭
線
で
通
学

し
て
お
り
、
あ
る
上
級
生
が
、
母
親
が
来

る
迄
お
世
話
を
し
て
下
さ
り
ど
ん
な
に
嬉

し
か
っ
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
十
二
月
で
し

た
か
ら
イ
エ
ス
の
生
誕
劇
が
決
ま
っ
て
い

て
私
は
ヨ
セ
フ
の
役
を
や
る
筈
で
し
た
が

勿
論
出
来
ま
せ
ん
。
今
で
も
残
念
な
想
い

出
で
す
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
達
は
何
も
知
ら
な
い
新

入
生
の
私
に
と
て
も
親
切
で
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
も

の
で
す
。
只
一
つ
困
っ
た
想
い
出
は
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
で
の
昼
食
で
す
。
六
年
生
は

ホ
ス
テ
ス
と
し
て
一
年
生
の
テ
ー
ブ
ル
に

座
り
ま
す
が
私
の
大
嫌
い
な
脱
脂
ミ
ル
ク
、

そ
れ
が
問
題
で
す
。
し
か
し
班
長
と
し
て

飲
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昼
食
が
ど

ん
な
に
辛
か
っ
た
か
!!　

し
か
し
「
日
々

の
糧
を
、
与
え
た
も
う
…
ア
ー
メ
ン 

い

た
だ
き
ま
ー
す
。」
未
だ
食
料
事
情
が
良

く
な
い
時
代
で
し
た
か
ら
貧
し
い
お
弁
当

に
も
心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。

此
の
歌
は
後
日
、
私
が
Ａ
Ｃ
Ｌ
（
ア
ジ

ア
作
曲
家
連
盟
）
の
会
議
と
音
楽
祭
に
参

加
し
た
時
に
韓
国
の
作
曲
家
と
食
事
を
共

に
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
私
は
「
日
々
の

糧
を
与
え
た
も
う
」
と
歌
っ
た
所
、
韓
国

で
も
歌
っ
て
い
た
と
共
に
自
国
語
で
歌
い
、

お
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
喜
び
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
作
曲
家
は
カ
ト
リ
ッ
ク
な

の
で
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
我
々
を
眺
め
て

い
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子

娘
の
智
江
も
中
学
部
か
ら
英
和
生
に
な

り
、
私
が
母
親
と
し
て
英
和
を
訪
れ
た
時

に
懐
か
し
い
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
を
覗
い
て
み

ま
し
た
が
何
と
な
い
の
で
す
。
あ
の
テ
ー

ブ
ル
も
椅
子
も
！　

一
体
ど
う
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
？　

そ
れ
ら
は
軽
井
沢
の
追
分

寮
に
あ
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
軽
井
沢

の
我
が
家
は
英
和
の
追
分
寮
に
近
か
っ
た

の
で
、
早
速
あ
る
夏
に
確
か
め
に
行
っ
た

所
、
あ
り
ま
し
た
ー
あ
り
ま
し
た
。
古
い

友
達
に
会
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
嬉
し

か
っ
た
で
す
!!

毎
朝
眺
め
た
「
敬
神
・
奉
仕
」

在
学
中
は
な
に
も
考
え
ず
に
眺
め
て
い

た
「
敬
神
・
奉
仕
」
で
し
た
が
卒
業
後
此

の
精
神
が
教
育
者
と
し
て
生
き
る
私
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
気
づ

か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
た
と
え
厳
し
く

と
も
愛
情
を
持
っ
て
指
導
す
れ
ば
生
徒
や

学
生
は
大
き
く
成
長
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

讃
美
歌

英
和
で
は
毎
朝
礼
拝
が
あ
り
、
讃
美
歌

を
歌
い
聖
書
を
読
み
先
生
方
が
交
代
で
お

話
し
を
な
さ
い
ま
す
。
此
の
讃
美
歌
が
私

の
音
楽
の
勉
強
に
役
立
つ
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
西

洋
音
楽
の
長
い
歴
史
が
あ
り
、
和
声
感
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
ま
す
が

日
本
人
は
そ
れ
が
な
い
の
で
西
洋
音
楽
の

和
声
を
勉
強
す
る
時
に
戸
惑
う
人
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

し
か
し
私

は
そ
の
和
声
の
機
能
が
良
く
分
か
る
の
で

す
。
ど
う
し
て
か
気
が
付
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
そ
れ
は
讃
美
歌
の
お
陰
だ
っ
た
の
で

す
。
全
く
違
和
感
も
な
く
和
声
学
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

八
年
間
の
英
和
の
教
育
が
私
の
人
間
形

成
に
ど
れ
だ
け
大
き
く
役
立
っ
た
か
分
り

ま
せ
ん
。
全
て
の
人
種
を
愛
し
、
多
く
の

方
々
に
助
け
ら
れ
て
自
信
を
持
っ
て
様
々

な
音
楽
活
動

｜

文
化
活
動
が
出
来
る
こ

と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
英
和
を

愛
し
て
い
ま
す
。

■いりの　れいこ（戸籍名）、たかはし　れいこ（音楽

教育の職名）／桐朋学園音楽科第１期生。作曲科卒。

桐朋学園音楽部門、青山学院大学、高崎芸術短期大学（教

授）、東京音楽大学付属音楽教室に勤務。現在 NPO 法

人 JML 音楽研究所理事長、入野賞国際作曲賞代表。国

際音楽交流を続ける（日独、露日、インド等々）。ACL

（アジア作曲家連盟）名誉会員、全ドイツ青少年コンクー

ル審査員。著書ソルフェージュテキスト（全 8 巻）、各

所属協会の会報に執筆。

英 和 生 時 代 の 想 い 出
桐朋学園他で教鞭をとられ、現在も若い作曲家のための国際作曲賞である
入野賞の運営をはじめ、世界の音楽交流に貢献されている入野さん。
8 年間の英和生時代が、どのようにその後の入野さんに影響したのかを、
想い出とともに教えてくださいました。

NPO 法人 JML 音楽研究所理事長、
入野賞基金代表

入
い り

野
の

　礼
れ い

子
こ

（髙
た か

橋
は し

　冽
れ い

子
こ

）さん
1955 年高等部卒

この人に聞く 29

2015 年 9 月 25 日　入野家所蔵のカール・カーリーの絵
画を入野義郎（夫）の生家のあるウラジオストク沿海州国
立美術館に寄贈、贈呈式に参列する。副館長と筆者（右）

2015 年 5 月 27 日　ドイツ バート・ゼーゲベルクでの
第 25 回日独青少年交流コンサート
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「
あ
な
た
は
多
く
の
こ
と
に
思
い
悩
み
、
心
を
乱
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　し
か
し
、
必
要
な
こ
と
は
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。」

聖
書
の
言
葉ル

カ
に
よ
る
福
音
書
一
〇
章
四
一
・
四
二
節

有
名
な
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
お
話
で
あ
る
。
マ
ル
タ
は
イ
エ
ス
さ
ま
の
接
待
で
忙
し
く
、

心
を
乱
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
マ
リ
ア
は
イ
エ
ス
さ
ま
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
一

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
必
要
な
一
事
」で
あ
ろ
う
。こ
の
一
事
は
た
だ
の
一
事
で
は
な
く
、

す
べ
て
に
通
じ
る
一
事
で
あ
る
。
こ
の
一
事
が
す
べ
て
を
決
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
こ
の
聖
句
を
東
洋
英
和
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
唯
一
」
の
主
で
あ
る
か
ら
、
心

を
尽
く
し
、
精
神
を
尽
く
し
、
思
い
を
尽
く
し
て
主
を
愛
し
な
さ
い
、
と
い
う
聖
句
と
共
に

思
い
起
こ
す
。「
敬
神
」
と
い
う
こ
の
一
事
に
人
間
の
精
神
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
間
の
精
神
は
統
合
さ
れ
、
余
分
な
思
い
煩
い
は
自
然
と
消
え
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
心
を

乱
さ
な
い
秘
訣
が
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
た
い
。

 

大
学
宗
教
主
任

吉
岡

　良
昌

ヨハネス・フェルメール
「マルタとマリアの家のキリスト」

昨
年
八
月
一
日
、
筆
者
は
軽
井
沢
シ
ョ
ー
祭
の
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
・
ト
ー
ク
に
て

お
話
を
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
夏
休
み
に
家
に
帰
れ
な
い
寄

宿
生
を
預
か
っ
た
ミ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ア
の
ブ
ル
ッ
ク
サ
イ
ド
・
コ
テ
ー
ジ
の
こ

と
を
主
に
話
題
に
し
ま
し
た
。
コ
テ
ー
ジ
の
持
ち
主
の
変
遷
が
最
近
明
ら
か
に
な

っ
た
た
め
で
す
。
そ
の
コ
テ
ー
ジ
で
は
、
か
つ
て
柳
原
燁
子
（
白
蓮
）
も
夏
休
み

を
楽
し
く
過
ご
し
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。

旧
ハ
ミ
ル
ト
ン
＆
ハ
ー
ド
コ
テ
ー
ジ

は
そ
の
文
化
的
価
値
と
、
オ
ー
ナ
ー
ご

夫
妻
の
保
存
へ
の
ご
努
力
が
評
価
さ
れ
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
指
定
の
告
示
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

軽
井
沢
は
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
の
足
跡

を
知
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
土
地
で

す
。 

（
史
料
室
　酒
井
　ふ
み
よ
）

史料室連絡先 ● TEL：03-3583-3166　FAX：03-3583-3329
E-mail：archive@toyoeiwa.ac.jp

ブ ル ック サ イド・コ テ ー ジ
（1910 年撮影）

軽
井
沢
の
コ
テ
ー
ジ

史料室レター No.18

訃
報

　

―
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
―

橋　

久
代
氏　

元
中
高
部
一
般
職
員	

二
〇
一
五
年
七
月
二
〇
日

目
黒
士
門
氏　

元
大
学
教
授
等	

二
〇
一
五
年
十
一
月
一
日

ミ
セ
ス
・
ヘ
レ
ン
・
マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
パ
セ
ン
コ（
イ
ェ
ー
ド
ン
）	

　

短
期
派
遣
宣
教
師（
中
高
部
英
語
担
当
）	

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
三
日

水
澤
郁
夫
氏　

理
事
長	

二
〇
一
五
年
十
二
月
三
日

TOYO Wa-WaTOYO Wa-Waおたよりコーナー

2015 年 11 月 21 日に第 20 回東洋英和女学院ハンドベルフェスティバ
ルが開催され、東洋英和の 11 のハンドベルグループが天使のハーモ
ニーを響かせました。参加者から寄せられた感想をご紹介します。

礼拝での各チーム代表者
約 70 名とパイプオルガン
による前奏

第 20 回ハンドベルフェスティバルに中高部OGチームで参加
しました。
私とハンドベルとの出会いは、中学部に入学した 1987 年に遡

ります。中 1歓迎礼拝で聴いたハンドベルの音色に魅せられ、顧
問の河野和雄先生と佐藤順子先生のご指導のもと、中高生時代ハ
ンドベル部で活動しました。高等部 3年生の時には、カナダで演
奏する機会に恵まれ、この経験が卒業後 20年以上経過した今も
演奏活動を続けるきっかけとなりました。
今回のフェスティバルでは、複数のチームに分かれて演奏活動

を続けている卒業生が久しぶりに集まって演奏しました。世代は
離れていても、楓祭の公演に全てを注いだハンドベル部での活動
が私たちの原点であり、言葉では表せない英和のつながりを感じ
ました。20年の時を経て、多くの方に支えられ幼稚園、小学部、
中学部、高等部、大学、お母様、お父様まで広がったハンドベル
の輪がこれからも続くことを願っています。

鈴木　綾乃
高等部 1993 年卒／大学 1997 年卒

● お便りお待ちしています！●

〒 106-8507 港区六本木 5-14-40 東洋英和女学院法人事務局総務企画部総務課 まで
E-mail：koho@toyoeiwa.ac.jp でもお待ちしております。
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文・写真：北崎勝彦（高等部教頭）　題字・イラスト：北崎直子 Vol.12

金 

星
地
球
の
す
ぐ
内
側
を
回
っ
て
い
る
金
星
は
、

大
き
さ
も
構
造
も
地
球
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

固
い
地
面
と
濃
い
大
気
が
あ
る
惑
星
は
太
陽

系
で
は
こ
の
ふ
た
つ
だ
け
で
す
。
五
〇
年
く

ら
い
前
、金
星
は
熱
帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
大
型
の
動
物
や
知
的
生
命
体
も

い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
探
査
機
が
行
っ
て
み
る
と
そ
こ

は
全
く
違
う
世
界
で
し
た
。
水
は
な
く
、地

面
の
気
温
は
オ
ー
ブ
ン
よ
り
も
熱
い
四
八
〇

度
。
そ
し
て
大
気
圧
は
車
も
潰
れ
て
し
ま
う

九
〇
気
圧
。
と
て
も
生
物
は
い
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
り
、か
つ
て
は
金
星

に
も
海
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
証
拠
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
大
昔
は
水
も
あ
り
気
温
も
気
圧

も
ず
っ
と
低
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
金

星
に
は
バ
リ
ア
に
な
る「
磁
場
」が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、水
分
は
宇
宙
空
間
に
逃
げ

て
い
き
、海
に
溶
け
込
ん
で
い
た
二
酸
化
炭

素
は
大
気
中
に
放
出
さ
れ
、究
極
の
温
暖
化

現
象
を
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

金
星
は
大
気
の
ほ
と
ん
ど
が
二
酸
化
炭
素
で

す
。
地
球
で
も
二
酸
化
炭
素
の
増
加
に
よ

る
温
暖
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ

で
も
地
球
の
二
酸
化
炭
素
は
大
気
の
〇
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
金
星
の
大
気
を
観
測
す
る
た
め
に
、

二
〇
一
五
年
一
〇
月
現
在
、日
本
の
探
査
機

「
あ
か
つ
き
」が
金
星
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

成
功
す
れ
ば
、こ
の
楓
園
七
九
号
が
発
行
さ

れ
る
一
月
に
は
、「
あ
か
つ
き
」は
金
星
を
周

回
す
る
軌
道
に
乗
っ
て
い
て
、金
星
の
大
気

を
三
次
元
で
調
べ
る
世
界
初
の
惑
星
気
象
衛

星
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。「
あ
か
つ
き
」

に
よ
る
観
測
を
通
し
て
、二
酸
化
炭
素
が
ど

の
よ
う
に
惑
星
に
作
用
す
る
の
か
、更
な
る

解
明
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

同窓会より後援会より

●同窓会クリスマス礼拝報告　　2015年12月5日（土）
鳥居坂教会の野村牧師から「救い主の宿る所」との説教をいた

だき、大学オーケストラ部の演奏に導かれて「ハレルヤ」を全員
で歌いクリスマス礼拝を守りました。今年はその後に同窓生で
音大在学中の方々によるミニコンサートを楽しみました。

響きわたるオルガンの調べ、3人のソプラノ独唱そして作詞・
作曲の「マリア」も歌われました。ハープも加わって共に歌った
讃美歌「さやかに星はきらめき」に心ふるわせました。拍手鳴り
やまず、アンコールで出演者8人全員によるクリスマス讃美歌
メドレーで幕となりました。集会室でのお茶の会では伝統のお
手製フルーツケーキを味わい、豊かな賜物に身も心も満たされ
たひと時となりました。

● 2015年度後援会役員懇談会報告
10月9日（金）、後援会役員懇談会が

ANAインターコンチネンタルホテル東京
で開催され、出席者数は学院側も含め約
120名でした。学院各部を8つのグルー
プに分けて分科会が行われ、英語教育、国
際交流プログラム、クラブ活動、受験対策、
就職活動などついて、後援会役員と教職員
が有意義な意見交換を行いました。

東洋英和女学院 学院報　楓 園　第 79 号
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編　集：広報委員会
発　行：学校法人 東洋英和女学院　東京都港区六本木 5-14-40　Tel：03-3583-3325
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お知らせ
2016年3月卒業のみなさんへ

「楓園」は、年 3 回の発行のうち、9 月号と 1 月号が「東洋英和楓の会」により同窓生全員に無料
送付されます。また、学院ホームページに毎号掲載しますので、卒業後も是非読んでください！

小泉光人後援会会長の挨拶

高等部部門の分科会全体会

アメリカの探査機マリナー 10 号による金星の画像で
す。金星は地球に近い上に分厚い雲が太陽の光をよ
く反射するので、一段と明るく見える天体です。日
本では古くから「明けの明星」「宵の明星」とも呼ば
れてきました。　©NASA

金
星
は
地
球
の
内
側
を
回
っ
て
い
る
の
で
、
夜
中
に
高
い

と
こ
ろ
に
見
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

没
後
の
西
の
空
、
夜
明
け
前
の
東
の
空
に
見
え
ま
す
。

クリスマス・ミニコンサート

野村稔牧師 大学オーケストラ部の奉奏
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